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学位論文内容  
 

	 本研究は、中国における日本語主専攻学習者を対象に、教育・社会環境、大学入試制度の視点

を入れながら、日本語学習の動機減退という現象に注目するものでる。具体的には以下のような

3 つの観点から検討する。（1）学習者全体の動機減退要因の構造、(2)中国における教育発展の地

域格差が大きいという教育・社会環境を考慮し、学習動機に影響すると推測される特別的要因「学

習者の出身地」と動機減退の関連、（3）学習動機の強弱を左右する可能性のある「専攻の振り分

け」という大学入試制度による学習者の動機減退要因の相違である。	

	 本研究の研究成果は、中国における日本語専攻学習者の動機減退構造について、教育・社会環

境の視点を入れ、明らかにしたことである。	

	 まず、本研究で解明した中国日本語専攻学習者の動機減退要因は、学習場面における「内発的

動機づけと学習能力の欠如」、「日本語学習困難」、「運用能力と達成感の不足」、「教師」という学

習文脈要因と社会文脈の影響を受けた「専攻選択上の問題」と「学習者出身地の地域格差」とい

う社会文脈要因に分類することができる。	

	 ［研究 1］では、学習者全体の動機減退の構造として、5 因子が抽出された。そのうち、4 つの

因子は学習文脈要因であり、「専攻選択上の問題」のみが社会文脈要因である。すなわち、学習者

の動機減退要因の多くは学習文脈要因である。また、内的要因と外的要因の枠組みから分析する

と、内的要因は 62.06%の比率であり、内的要因の方が学習者の動機減退との関わりがより強いと

考えられる。	

	 そして、社会文脈要因である「専攻選択上の問題」と「学習者出身地の地域格差」は変えられ

ないものであるとは言え、決して無視すべきものではない要因であると思われる。［研究 2］では、

出身地は一つの動機減退要因としての可能性を提示した。一部の学習者にとって、出身地という

生まれもった社会属性は学習動機の変化の中で働いている。［研究 3］では、日本語専攻に振り分

けられたかどうかを基準に、学習者を「日本語志望群」と「日本語非志望群」に分けた。2 群は

異なる動機減退要因構造を呈していることを明らかにした。	

	 つまり、中国日本語専攻学習者の動機減退要因の特性は、学習文脈要因のみならず、社会文脈

要因も動機減退と強く関連があり、無視できない存在である。また、中国日本語専攻学習者は、

出身地という社会属性と専攻の振り分けという入試制度のような教育的文脈の中で動機減退が起

こっている。	

	 総合考察では、「中国における日本語専攻学習者の動機減退の特性」のみならず、「社会文脈要

因による学習者の多様化」と「中国における動機減退の多様性」の視点からも総合考察を行った。

学習者はそれぞれ異なる社会的属性を持ち、これらの属性が組み合わされて、教育・社会環境の
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中で、学習者の多様化が生まれたと考えられる。	

	 また、学習者の動機減退は教育・社会的文脈、学習文脈の両方の中で起きている。教育・社会

的文脈という大きな環境があり、学習文脈は教育・社会的文脈の中にある。教育・社会的文脈の

要因はすべて学習文脈に直接に影響するという構造になっている。動機減退の多様性は動機減退

要因種類の多様性のみならず、動機減退要因の組み合わせの多様性や強さの多様性という 3 重の

多様性を持ち、この多様性構造は「教育・社会環境」と「動機減退」の両方から動的に捉えなけ

ればならない。さらに、［研究 1］から、中国の日本語専攻学習者の動機減退要因の多くは内的要

因であると言える。しかし、内的要因であっても、動機減退は社会環境の中に埋め込まれている

ため、単純に内的要因と理解してよいかどうかは慎重に検討しなければならない。つまり、内的

要因の背後にある学習者の言語学習適性など個人的特性からの影響や教育・社会環境からの影響

の可能性もある。	

	 各章の内容は以下の通りである。	

	

第 1 章	

	

	 第 1 章では、本研究の社会的・教育的背景を述べた。社会的背景として、中国の行政区と戸籍

制度に関する基礎的概念を整理した。教育的背景では、中国の高等教育の発展と分類を提示し、

教育社会学の視点から、中国における教育機会の地域格差と高等教育発展水準の地域格差を議論

した。また、専攻の「振り分け」に重点を置いて、大学入試制度を述べた。最後に、中国におけ

る日本語教育の発展と現状と日本語専攻学習者の特徴を提示した。	

	 戸籍制度は 50 年代末〜60 年代初頭に完成した中国独特の制度である（張	2004）。中国社会に

おいて、都市・農村二重社会構造が基本であり、戸籍制度は教育二重構造を含める都市・農村二

重構造制度の基礎である（褚	2015）。一般的に、戸籍制度の主な機能は人口登録・人口統計と管

理であるが、中国では、工業化を促進するため、戸籍制度は公民の自由移動を制限するのみなら

ず、食糧配給制度、教育制度、医療保険制度、就職制度などの福利厚生も関係づけられている（王	

2014b）。したがって、中国における戸籍制度は戸籍管理と関連のある一系列の政治・経済・法律

制度であると理解できる（方・蒋	2012）。	

	 戸籍制度により、農村・都市間の利益固定化問題が生じたと思われる。教育資源配分と社会身

分不平等を孕んでいる戸籍制度について、史（2008）では、3 つの問題点が挙げられた。それぞ

れは、農村・都市教育資源配分の不平等、戸籍制度下流動人口子女教育の不平等、合格資格ライ

ンの不平等である。	

	 中国では、日本と異なり、大学や専攻ごとに入試が分かれておらず、一回の「高考」で進学先
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が決まる（孫・藤井・石川	2013）。また、このような大学入試制度の一つ大きな特徴としては、

省別に入学者選抜が行われていることである。1990 年代まで、試験問題は全国共通であったが、

現在では、省ごとに試験問題も作題している（小川・小野寺	2016）。このような特徴は次の	2	つ

のことを含意している（南部	2005）。一つは、受験者が大学進学を希望した時、どの大学、どの

専攻でも選ぶことができるわけではなく、あくまでも当該省に定員が割り振られた専攻しか志望

できないということである。ある大学のある専攻にどんなに行きたくても、受験する時にその専

攻の募集定員が所在省に割り振られなければ進学することができない。もう一つはその定員をめ

ぐっての競争はあくまでも当該省の中だけで完結しているということである。ある大学のある専

攻の募集定員が複数の省に割りふられていたとしても、ある省における募集定員は基本的にその

省の受験者で満たされるので、ほかの省の受験者と同じ土俵に立つことはない。このように、受

験者は受験所在地の省の受験者としか競争関係にならないため、省によって、合格資格ラインが

異なることは十分あり得る。	

	 2015 年の中国における高等教育段階の学習者数は全体の 65.6％を占める 625,728 名（国際交流

基金	2017b）であり、世界における高等教育段階学習者数の割合の平均値 28.5%より 37.1％高い。

中国において、高等教育段階の学習者は圧倒的に多いことが特徴である（国際交流基金	

2015,2017b）。本研究では、このような全体に占める比率の最も高い高等教育段階の学習者に着目

する。その中で、特に彼らの将来、キャリアと最も関わる可能性の高い日本語専攻学習者を研究

対象とする。	

	

第 2 章	

	

	 第2章では、先行研究のレビューを行った。まず、本研究における「動機づけ」と「動機減退」

という中心的概念の定義を行った。本研究では、廣森(2010)は「動機づけ」に対する定義を採用

し、行動の目標や目的(質的側面)を規定するに加え、実際の行動の強さ（量的側面）を規定する

ものであると定義する。動機減退を「外的要因と内的要因の両方の働きによって、行動の意図と進行

中の行動に対して、動機づけが削減されることである」と定義する。	

	 次に、動機減退研究が動機づけ研究の位置づけを示し、よく使用される動機づけの理論的枠組

み「統合的・道具的動機づけ」理論と「内発的・外発的動機づけ」理論について、説明した。	

	 そして、先行研究のレビューでは、第二言語習得分野における動機減退に関する代表的な先行

研究 22 本を詳細にレビューした上で、研究対象別、研究目的別、研究方法別にまとめ、国別、文

化圏別に研究結果を分析した。第二言語習得分野以外に、日本語教育分野における動機減退の研

究 3 本と、中国人日本語専攻学習者を研究対象とした学習動機と動機減退の研究をレビューし、
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研究結果をまとめた。	

	 最後に、中国における日本語専攻学習者を対象とする「動機減退研究の必要性と欠如」、「社会

・教育的環境と動機減退の関連づけの少なさ」という 2 点から先行研究の問題点を指摘した。	

	

第 3 章	

	

	 第 3 章では、本研究の目的を述べた。3 つのリサーチクエスチョンは、⑴中国における日本語

専攻学習者の動機減退要因は何か。⑵教育や経済発展の格差の大きい中国では、教育と経済の発

展を反映する学習者の出身地が動機減退と関連するか、また、どのように関連しているか。⑶中

国の独特の大学入学制度の中で、「専攻の振り分け」により、学習者の動機減退要因の構造は異な

るかである。	

	

第 4 章	

	

	 第 4 章は、以上の 3 つのリサーチクエスチョンを念頭に置き、研究方法を詳述した。半構造化

インタビューから、ボトムアップ方式による質問紙の作成過程について述べた。	

	 本研究では、質問紙作成のために、半構造化インタビューを用い、オリジナルなデータを収集

した。インタビューは 2014 年 7 月から 12 月に、9 名の学習者(男性 4 人、女性 5 人)を対象に、1

名１回、中国語で個別にインターネットを介して、半構造化インタビューを行い、録音した。M–

GTAでインタビューデータを分析した結果、81 概念が生成された。	

	 以上の 81 概念から、質問項目を決定する際、各カテゴリーのバランスを考慮した上で、インタ

ビューの対象となった 9 名の学習者のうち、多くの学習者の動機減退要因となった要因を選定し、

35 項目の予備調査質問紙を作成した。	

	 半構造化インタビューを通じて、従来の動機減退研究に見られなかった学習者の出身地と入学

制度に関する要因が新しく発見できた。作成した質問紙を使用し、予備調査、本調査 A、B、C を

実施した。	

	

第 5 章	

	

	 第 5 章では、ボトムアップ的に作成したオリジナルな動機減退質問紙を用い、日本語専攻学習

者 1 年生から 4 年生を対象に、動機減退要因構造を再検討することを目的とする。	

	 動機減退要因構造を再検討する必要があると思われる理由は先行研究である杨（2016）は調査時期
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の制限により、1年生〜3 年生のみを研究対象とし、4年生は調査対象から除外された。4年生は大学 4

年間に渡り、動機の変動や減退を最も経験をする可能性の高い学年だと考えられ、除外されたことは

全体の結果に影響する可能性があると予想される。また、高（2016）は、単一大学の学習者のみを調

査対象にしていたため、調査結果は調査対象校の事情や地域日本語教育の発展状況に左右される可能

性があると考えられる。	

	 両研究の結果から分析すると、因子の内容は大きく異なりがあるのみならず、内的要因と外的要因

の観点から分析しても、内的要因と外的要因どちらの影響が強いかに関しても、結論が異なる。	

	 本研究では、予備調査を経て、質問紙調査の結果を分析した結果、次のようなことが明らかに

なった。まず、日本語主専攻学習者の動機減退要因構造として、5 因子が抽出された。それぞれ

は、「内発的動機づけと学習能力の欠如」、「日本語学習困難」、「運用能力と達成感の不足」、「教師」、

「専攻選択上の問題」である。動機減退要因としては、「内的要因」が主要な要因である。そして、

「専攻選択上の問題」という要因は先行研究に見られない特別な要因である。	

	 高（2016）、杨（2016）と比較した結果、[研究 1]の研究結果は杨（2016）との類似性が高く、

高（2016）との相違点が多いことが明らかになった。	

	

	

第 6 章	

	

	 第 6 章では、教育と経済の発展を反映する学習者の出身地が動機減退と関連するかについて検

討した。本研究では、学校所在地の「地域間格差」のみならず、学習者の出身地の「地域間格差」

と「地域内格差」も視野に入れるという独自の視点から、出身地と動機減退の関連について、研

究を進めた。	

	 中国では、学習者の出身地の「地域間格差」と「地域内格差」を反映するのは、出身県と戸籍

所在地である。そのため、本研究における「出身地」は出身県と戸籍所在地という 2 つの側面を

含む。	

	 インタビューのデータを分析した結果、出身地が動機減退の一つの要因として作用する可能性

を提示した。質問紙調査のデータを分析した結果、大学所在地の教育発展指数により、学習者の

出身地と動機減退要因の関連性の強さと内容は異なる。上海市の大学では、学習者出身地の県間

差異は戸籍間差異より動機減退との関連が強い。一方、湖南省の大学では、学習者出身地の戸籍

間差異は県間差異より動機減退との関連が強い。そして、県間差異に関しては、上海市の大学に

在籍する学習者は湖南省の大学に在籍する学習者より、動機減退との関連が強いなどの結論が得

られた。	
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第 7 章	

	

	 第 7 章では、「専攻の振り分け」により、学習者を日本語志望群と日本語非志望群に分類し、そ

れぞれの動機減退因子を明らかにした上で、入学制度と動機減退要因の考察を行った。	

	 調査した結果、日本語志望群と日本語非志望群の動機減退要因の構造は異なる。日本語非志望

群の動機減退要因には、「日本語学習資質の不足」、「有能感の不足」、「予想外の教室内学習の苦し

さ」、「学習量による学習困難」、「進路選択上の日本語の重要性の低下」という 5 因子からなる。

日本語非志望群は教師に依存する傾向があり、努力して勉強しようとする姿勢が窺えるが、言語

学習のレディネスができていない中で、努力はしているものの、学習成果が伴わず、動機が減退

していることが窺える。日本語志望群の動機減退要因には「成績と運用能力への落差感」、「授業

テンポの速さによる学習困難」、「自信と興味の喪失」、「専攻選択上の問題」、「学習への非強制欲

求」の 5 因子である。日本語志望群であっても、必ずしも動機が減退しないとは限らない。	

	 日本語志望群と非志望群の相違点は「日本語非志望群の＜教師の作用の重視＞」、「日本語非志

望群の言語学習資質への懐疑」、「日本語非志望群の＜進路選択上の日本語の重要性の低下＞＝、

「日本語志望群の＜専攻選択上の問題＞」、「実用性と有能感の有意差」であり、類似点は「内的

要因からの影響の強さ」、「＜日本語学習上の困難＞の共通性」、「実用性への追求」、「自己満足の

傾向」である。	

	

第 8 章	

	

	 第 8 章では、本研究の結論を述べ上で、総合考察を行った。特に、中国における日本語専攻学

習者の動機減退の特性、社会文脈要因による学習者の多様化、中国における動機減退の多様性と

いう 3 つの側面から、考察を行った。	

	 本研究で明らかにした中国日本語専攻学習者の動機減退要因は、学習場面における「内発的動

機づけと学習能力の欠如」、「日本語学習困難」、「運用能力と達成感の不足」、「教師」という学習

文脈要因と社会文脈の影響を受けた「専攻選択上の問題」と「学習者出身地の地域格差」という

社会文脈要因に分類することができる。他には、親の職業と社会的地位、家族の経済状況、民族

属性など本研究で検証されなかった社会文脈要因があると予想されるが、本研究で検証した社会

文脈的要因によって、学習者の多様性を 12 タイプに分けて提示し、社会文脈要因による学習者の

多様化を示した。	

	 本研究の意義としては、動機減退の観点からの動的な動機付けを見つめ直す、動機減退の「社
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会性」の再検討にある。	

	 本研究では、中国日本語専攻学習者の動機減退に焦点を当てたことは、動機づけを一時的なも

のではなく、長期間で変化するものであるとして捉える。動機づけのマイナス的な変化に注目し、

変化の理由や社会的文脈と関連づけた研究は必要、かつ、有意義であると考えられる。	

	 「社会性」について、「地域の社会性」、「学習者の社会性」という 2 つの側面を持っていると考

える。今までの先行研究では、「社会的文脈」は主に国を指していた。「国」という社会的文脈の

中で、動機づけの検討がなされていた。本研究で言う「地域の社会性」は、特定の「国」ではな

く、ある国の中の異なる地域の間がそれぞれの社会的文脈を持つことを指す。	

	 最後に、今後の課題を述べた。本研究は学習者の全体的な動機減退要因と社会・教育的環境と

動機減退要因の関連に重点を置いた。今後の課題として、他の社会的要因も取り入れ、多面的、

総合的に分析することが必要であり、学習適性、学習観など学習者の個人特性がどのように動機

減退に関連するかも検討する必要がある。	
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